














Current Learner Problems and Challenges 
in an Intermediate Level Writing Course:












 This paper investigates a college intermediate level writing course for international 
students. Participants are 17 Chinese graduate students. Problems in learners’ assignments 
during a semester are examined. Learners’ contexts extracted from class observation and 
questionnaires are also considered. Problems for learners are found in Japanese language and 
citations. Teachers should observe learners’ context carefully and revise teaching contents 
appropriately. It is important to allow students suffi  cient time to understand the objectives to 
be achieved.
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　　　　　　　　　　　　　　 　において ____ と説明している／指摘している
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　言明している／主張している　など










に自発的に同意書の提出があった学習者 17 名である。17 名は同じプログラムで学ぶ大学院生で
すべて中国出身者である。日本語学習歴は 1年半から 4年、日本語能力試験にほとんどの学習者
















ンケート未提出 5名）。また、授業終了時のアンケートでは、日本語と専門の授業を週合計 10 コ
マ以上受講していたことが分かる。日本語または母語などでレポートを書いたことがある学習者
は 6名、書いたことのない学習者は 9名であった（アンケート未提出 2名）。
　表1は、授業開始時に行ったアンケートのうち、「この授業をとりたい理由はありますか。」「授
業に対し、期待することは何ですか。（例：～を勉強したい。～ができるようになりたい）」とい


























































　学習者 Cと Kは 3.1 . で示したように、書くことへの不安もあるが、修士論文を書く、能力を
向上させる、という具体的な目標を持っていて、授業に対しての意欲が見られる。しかし、学習
者 Cと K のアンケートの詳細をさらに見ていくと、授業の到達目標に関しての意識の違いが見
えてくる。表 3は授業参加度と授業終了時のアンケートの抜粋である。
表 3　授業参加度と授業終了時アンケートからの抜粋
学習者 授業参加度 レポートの経験使用言語 レポートで難しかったこと


















語」を選んでいる学習者が 7名いた（回答者 15名中）。表 3からも分かるように、Cも「日本語」
を選んでいる。ここでは、2名の学習者に共通して見られ、クラス全体とも共通している日本語






































































2． また、（メディアリテラシー教育の実践事例集の開発　平成 28 年 9 月）子どもたちの現
状を見てみると、……
3．（その情報ホント？ネット時代のメディアリテラシーとは 2015 .9 . 03）日本最大の……
　まず、引用形式を見ると、記事のタイトル、著者名、掲載年などが上記のように不適切な形で
（　）の中に記されているのが分かる。今までの引用形式、新しい到達目標である引用の際の表


































































































　テキスト L7 では、上記 1.4 . の文末にある「～ということがある」ではなく、「～とはどのよ
うなものだろうか。～によると、～ということである。」といった引用スタイルの提示と穴埋め
の練習問題を行っている。「ことがある」「ことである」の意味が十分理解できていなかったため








































































































































資料 1.  学習者へのアンケート
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①　授業開始時アンケート
1．この授業をとりたい理由はありますか。
2．レポートは　好き／得意／嫌い／苦手　ですか。
　 理由
3．この授業で、期待することは何ですか。　
　 例：～を勉強したい。～ができるようになりたい。
4．興味があることを教えてください。　
　 例：まんが、アニメ、空手、ビジネス……
5．苦手なこと、不安なことがあったら教えてください。
6．他の授業は忙しいですか。
　 例：大学院の授業が忙しい、レポートがたくさんある……
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
②　授業終了時アンケート
1．この授業の前に、レポートを書いた経験がありますか。　はい／いいえ
2．はいの人……何語で書いたことがありますか。
3．レポートで難しかったことは？
　　　　 日本語／資料の理解／構成／引用
　　　　 ほかの授業などで時間がない／アルバイトで時間がない
　　　　 その他
4．レポートを書くとき、授業で配った「引用の仕方」を見ながら書きましたか。
　　　　 はい／いいえ
5．一週間にクラスはどのくらいありますか。　　　全部で（　　　　　　　）コマ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

